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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月9日(2013.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリプロピレン系樹脂１００重量部を、多官能性単量体０．１～１重量％を含む芳香族
系ビニル単量体４０～１００重量部に由来する重合樹脂で改質した改質ポリプロピレン系
樹脂粒子であり、前記芳香族系ビニル単量体に由来する重合樹脂の架橋に由来してゲル分
率１０～４０重量％を示すことを特徴とする改質ポリプロピレン系樹脂粒子。
【請求項２】
　前記改質ポリプロピレン系樹脂粒子が、測定１回目のＤＳＣ曲線において少なくとも２
つのピークを有しかつ最も低い側のピークが１１０～１３０℃の範囲にある請求項１に記
載の改質ポリプロピレン系樹脂粒子。
【請求項３】
　前記ポリプロピレン系樹脂が５～１０ｇ／１０分の２３０℃におけるメルトフローレー
トを有し、かつ前記改質ポリプロピレン系樹脂粒子が前記ポリプロピレン系樹脂より１～
５ｇ／１０分低下した２３０℃におけるメルトフローレートを有する請求項１または２に
記載の改質ポリプロピレン系樹脂粒子。
【請求項４】
　前記ポリプロピレン系樹脂の２回目昇温時のＤＳＣ曲線による最初の融解ピーク温度が
、１２５～１４５℃である請求項１～３のいずれか１つに記載の改質ポリプロピレン系樹
脂粒子。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１つに記載の改質ポリプロピレン系樹脂粒子を予備発泡して得
られた予備発泡粒子。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか１つに記載の改質ポリプロピレン系樹脂粒子１００重量部に対
して発泡剤２０～５０重量部を用いて含浸処理して発泡性改質ポリプロピレン系樹脂粒子
を得、得られた発泡性改質ポリプロピレン系樹脂粒子を０．１～０．２ＭＰａの圧力の加
熱水蒸気で５～６０秒間加熱することで予備発泡させて、嵩密度が０．０１～０．０７ｇ
／ｃｍ3である改質ポリプロピレン系樹脂の予備発泡粒子を得ることを特徴とする予備発



(2) JP 2012-188643 A5 2014.1.30

泡粒子の製造方法。
【請求項７】
　前記改質ポリプロピレン系樹脂粒子１００重量部に対し０．１～２．０重量部の無機物
成分をブレンドし予備発泡する請求項６に記載の予備発泡粒子の製造方法。
【請求項８】
　請求項５に記載の予備発泡粒子を型内に充填した後、型内体積に対して２０～５０％増
加のクラッキング条件下で水蒸気により型内成形することにより得られた発泡成形体。
【請求項９】
　前記発泡成形体が、７日間の耐熱試験において±１％寸法変化する温度が１００℃以上
である請求項８に記載の発泡成形体。
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